
事 務 連 絡 

令和７年 12 月 5 日 

建設混合廃棄物処理業者  各位 
 

一般社団法人 東京都産業資源循環協会 

建設廃棄物委員会 委員長 高橋 潤 

     （一都三県建設混合廃棄物意見交換会 事務局） 

 

一都三県建設混合廃棄物意見交換会 
 

パラダイム・シフトに備える建廃業界のＤＸ推進 

 
拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

平素より当協会の事業運営に格別のご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

近年、サーキュラーエコノミー（CE：循環経済）への関心が高まる中、令和 7 年施行の「再資源化事業等の高

度化に関する法律（高度化法）」に基づく大臣認定制度は、従来の“廃棄物を適正に処理する産業”から、今後

は“資源を再生する産業”へと転換していくための制度的な後押しとして注目されています。 

これは廃棄物処理業界にとりパラダイム・シフトの予兆であり、大手ゼネコンをはじめとする排出事業者からは、

大臣認定の取得有無に関わらず、「再資源化の高度化、脱炭素（CO₂排出削減）、DXによる透明で追跡可能な

廃棄物データ管理」といった高度化法の三本柱への対応が、処理業者にも求められることが予想されます。 

一方、建設混合廃棄物処理業では、いまだアナログ作業が多く、生産性の低下や人員負担の増大につながっ

ている現状があります。中でも「マニフェスト作業におけるドライバーの手書き入力の不正確さ・不明瞭さ・未記

入」は、DX推進の大きな障害とされてきました。 

この課題に対応するため、当分科会では長年にわたり、特殊品目名称の標準化・電子ツール（※）の開発に取

り組んでまいりました。このたび、「特殊品目名称の標準化」と「建設廃棄物 Q&A」がまとまり、あわせて電子ツ

ールの運用準備も整いましたので、その内容についてご報告を申し上げる次第です。 

※マニフェスト関連情報を完全電子入力化し、作業証明書等を電子化するためのツール 

ご多忙の折とは存じますが、ぜひ万障お繰り合わせのうえご参加賜りますようお願い申し上げます。 

敬具 

記 

 
１ 日 時 令和 8年 2月 24日(火)15:00～16:30（終了予定） 受付開始時間：14：30～ 
 
2 場 所    エッサム神田ホール 1号館 3階会議室 ※募集定員 50名 
 
３ テ ー マ    パラダイム・シフトに備えるための建設廃棄物業界のＤＸ推進について 
 
４ 申込締切日    令和 8年 2月 10日（火） 
 

５ 参加費用 ◆参加費用：研修会１名 4,000円 懇親会参加費１名 6,000円（消費税 10％込） 
           (領収書は当日お渡しいたします) 

※事前に銀行振込にてお支払い下さい。（振込期限：2月 17日(火)） 
 

【振込先口座】一般社団法人 東京都産業資源循環協会 

三菱ＵＦＪ銀行 本店 （普）００９３９４３ 
    

誠に勝手ながらお振込手数料はご負担願います。 

一旦、納入頂いた参加費は、ご返金は致しかねます
．．．．．．．．．．

ので予めご了承願います。 



別紙 

会場案内図 
 

 
 

 

 

【開 催 日 時】 令和 8 年 2 月 24 日(火)  １5：００～１６：３０ 

【開 催 場 所】 エッサム神田ホール 1 号館 3 階 会議室 

【所 在 地】 東京都千代田区神田鍛冶町３－２－２ 

【ア ク セ ス】 
◆JR 神田駅 東口 徒歩 1 分 

◆東京メトロ銀座線 神田駅 3 番出口すぐ前 

 
 

 


